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工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 
第４章 配管工事施工 
 
第 1節 施工一般 
 

（略） 
 
４―１―３ 水圧試験 
１． 水圧試験は，設計図書により監督職員立会のもとに，下記によ

り行うものとする。 
ただし，監督職員の了承を得たうえで，水圧試験を動画撮影し，

動画データを監督職員へ提出することで，立会いを省略するこ

とができるものとする。なお，動画撮影の内容については仙台

市水道局ホームページ（下記 URL 参照）にて公開している「動

画撮影による水圧試験実施手順書」を参照すること。 
【資料公開ページ URL】 
http:~~~ 
水圧試験は，下記により行うものとする。なお現場条件等によ

り水圧試験が行い難い場合は，監督職員の承諾を得たうえで放

射線透過検査・超音波探傷検査・テストバンドに代えることが

できる。 
 

（略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第４章 配管工事施工 
 
第 1節 施工一般 
 

（略） 
 
４―１―３ 水圧試験 

１． 水圧試験は，設計図書により監督職員立会のもとに，下記によ

り行うものとする。 
ただし，監督職員の了承を得たうえで，水圧試験を動画撮影し，

動画データを監督職員へ提出することで，立会いを省略するこ

とができるものとする。なお，動画撮影の内容については仙台

市水道局ホームページ（下記 URL 参照）にて公開している「動

画撮影による水圧試験実施手順書」を参照すること。 
【資料公開ページ URL】 
http:~~~ 

２． 水圧試験は，下記により行うものとする。なお現場条件等によ

り水圧試験が行い難い場合は，監督職員の承諾を得たうえで放

射線透過検査・超音波探傷検査・テストバンドに代えることが

できる。 
 

（略） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第４章 第１節 
 

4-1-3 の改定 

 

 水圧試験の動画撮影による

立会い省略に関して改定。 
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 R2.4の設計指針改定におけ

る，φ250が布設対象とな

った際の，改定漏れ対応。 
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工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 
第４章 配管工事施工 
 
第 3節 管布設工 

 
（略） 

 
４―３―３ 管の据付け 

 

（略） 

 

［許容曲げ角度表及び許容変位表］ K 形 

呼び径 K 形 

曲げ角度 直管 1本当り許容偏位（cm） 

（略） 

φ200 5°00‘ 管長 5m 44 

φ250 4°10‘ 管長 5m 36 

φ300 5°00‘ 管長 6m 52 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 
第４章 配管工事施工 
 
第 3節 管布設工 

 
（略） 

 
４―３―３ 管の据付け 

 

（略） 

 

［許容曲げ角度表及び許容変位表］ K 形 

呼び径 K 形 

曲げ角度 直管 1本当り許容偏位（cm） 

（略） 

φ200 5°00‘ 管長 5m 44 

φ250 4°10‘ 管長 5m 36 

φ300 5°00‘ 管長 6m 52 

（略） 

 

 

 

 

 

 

 
第４章 第３節 
 

4-3-3 の改定 

 

 R2.4の設計指針改定で 
φ250が布設対象となった

際の，改定漏れ対応。 
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［許容曲げ角度表及び許容変偏位表］ NS形・GX 形 

呼び径 
NS形 GX 形 

曲角度 許容編位(cm) 曲角度 許容編位(cm) 

（略） 

φ200 4°00’ 5m 35 4°00’ 5m 35 

φ250 4°00’ 5m 35 4°00’ 5m 35 

φ300 3°00’ 6m 31 4°00’ 6m 42 

（略） 

 
（略） 

 
４―３―６ 不断水穿孔工 

割Ｔ字管を使用する場合は，次の点に留意しなければならない。 
(１) 穿孔に先立ち，監督職員立ち会いのうえ，割Ｔ字管の水圧試

験を行うこと。加圧時間は 10分間，試験水圧は 1.0Mpaとす

る。ただし，監督職員の了承を得たうえで，水圧試験を動画

撮影し，動画データを監督職員へ提出することで，立会いを

省略することができるものとする。なお，動画撮影の内容に

ついては仙台市水道局ホームページ（下記 URL 参照）にて

公開している「動画撮影による水圧試験実施手順書」を参照

すること。 
【資料公開ページ URL】 
http:~~~ 

(２) 基礎工及び穿孔機仮受台を十分堅固に設置すること。 
(３) 穿孔は，監督職員立ち会いのうえ施工すること。ただし，特

に不断水穿孔工に熟練した技能者が施工し，監督職員が認め

た場合は，監督職員の立会いを省略することができるものと

する。 
（略） 

 
 

 

［許容曲げ角度表及び許容変偏位表］ NS形・GX 形 

呼び径 
NS形 GX 形 

曲角度 許容編位(cm) 曲角度 許容編位(cm) 

（略） 

φ200 4°00’ 5m 35 4°00’ 5m 35 

φ250 4°00’ 5m 35 4°00’ 5m 35 

φ300 3°00’ 6m 31 4°00’ 6m 42 

（略） 

 
（略） 

 
４―３―６ 不断水穿孔工 

割Ｔ字管を使用する場合は，次の点に留意しなければならない。 
(１) 穿孔に先立ち，監督職員立ち会いのうえ，割Ｔ字管の水圧試

験を行うこと。加圧時間は 10分間，試験水圧は 1.0Mpaとす

る。ただし，監督職員の了承を得たうえで，水圧試験を動画

撮影し，動画データを監督職員へ提出することで，立会いを

省略することができるものとする。なお，動画撮影の内容に

ついては仙台市水道局ホームページ（下記 URL 参照）にて

公開している「動画撮影による水圧試験実施手順書」を参照

すること。 
【資料公開ページ URL】 
http:~~~ 

(２) 基礎工及び穿孔機仮受台を十分堅固に設置すること。 
(３) 穿孔は，監督職員立ち会いのうえ施工すること。ただし，特

に不断水穿孔工に熟練した技能者が施工し，監督職員が認め

た場合は，監督職員の立会いを省略することができるものと

する。 
（略） 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4-3-6 の改定 

 
 水圧試験の動画撮影による

立会い省略に関する改定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4-3-9 の改定 
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４―３―９ 壁貫通部の処理 
 

（略） 
 
２.箱抜きを行う場合 
 

（略） 
 

呼び径 
A＝箱抜き寸法 

直管（片フランジ共） 両側フランジ 

（略） 
φ200 350 450 
φ250 400 500 
φ300 450 550 

（略） 
 

（略） 

 

 
４―３―９ 壁貫通部の処理 
 

（略） 
 
２.箱抜きを行う場合 
 

（略） 
 

呼び径 
A＝箱抜き寸法 

直管（片フランジ共） 両側フランジ 

（略） 
φ200 350 450 
φ250 400 500 
φ300 450 550 

（略） 
 

（略） 

 

 R2.4の設計指針改定で 
φ250が布設対象となった

際の，改定漏れ対応。 
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工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 
第４章 配管工事施工 
 

（略） 
 
第４節 ダクタイル鋳鉄管の接合 
 
４―４―１ GX 形継手の接合 
 

（略） 
 
(７) 直管，P‐Link，及びライナ（ライナーボード）の接合後，受け

口と挿し口の隙間にゲージを差込み，ゴム輪の入り込み量が下

記の表の合格範囲であることを確認しなければならない。 
 

呼び径 合格範囲（mm） 

（略） 
φ200 11～21 
φ250 11～21 
φ300 14～24 
φ400 14～25 

 
（略） 

 
 

 
第４章 配管工事施工 
 

（略） 
 
第４節 ダクタイル鋳鉄管の接合 
 
４―４―１ GX 形継手の接合 
 

（略） 
 
(７) 直管，P‐Link，及びライナ（ライナーボード）の接合後，受け

口と挿し口の隙間にゲージを差込み，ゴム輪の入り込み量が下記

の表の合格範囲であることを確認しなければならない。 
 

呼び径 合格範囲（mm） 

（略） 
φ200 11～21 
φ250 11～21 
φ300 14～24 
φ400 14～25 

 
（略） 

 
 

 
第４章 第４節 
 

4-4-1 の改定 

 

 R2.4の設計指針改定で 
φ250が布設対象となった

際の，改定漏れ対応。 
 

 



7 
 

工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 
第４章 配管工事施工 
 

（略） 
 
第５節 フランジ継手 
 

（略） 

 

４―５―２ フランジ継手 
１． フランジ継手の接合は，静水圧に関わらず溝形フランジ（RF-

GF（メタルタッチ））を原則とするものとする。 
２． 溝形フランジの接合 

(１) フランジ面及び，ガスケット溝を清掃し異物のかみ込み

をふせがなければならない。 
(２) 角ゴムは，溝部に接着剤を塗布し，移動を生じないよう

に固定しなければならない。 
(３) ボルトは，片締めにならないよう全周を通じて均等に締

め付け，十分な水密性を確保しなければならない。 
大平面座形（RF-RF）には，ステンレス製芯金入りガスケット

を使用する。 
 
４―５―３ フランジ継手の締め付け確認 
継手外側（ただし，φ700以上で外側から挿入困難な場合は内側）

から，円周４カ所で等間隔の位置に 0.5㎜厚の隙間ゲージを差し込

んで，フランジ面間の隙間がないことを確認するものとする，等間

隔の位置にすきまゲージを差し込んでフランジ面間のすき間を確認

する。 
尚，フランジ面間には 1mm厚のすきまゲージが入ってはならな

い。 
 
 
 
 

 
第４章 配管工事施工 
 

（略） 
 
第５節 フランジ継手 
 

（略） 
 

４―５―２ フランジ継手 
１． フランジ継手の接合は，静水圧に関わらず溝形フランジ（RF-

GF（メタルタッチ））を原則とするものとする。 
２． 溝形フランジの接合 

(４) フランジ面及び，ガスケット溝を清掃し異物のかみ込み

をふせがなければならない。 
(５) 角ゴムは，溝部に接着剤を塗布し，移動を生じないよう

に固定しなければならない。 
(６) ボルトは，片締めにならないよう全周を通じて均等に締

め付け，十分な水密性を確保しなければならない。 
３． 大平面座形（RF-RF）には，ステンレス製芯金入りガスケット

を使用する。 
 
４―５―３ フランジ継手の締め付け確認 
継手外側（ただし，φ700以上で外側から挿入困難な場合は内側）

から，円周４カ所で等間隔の位置に 0.5㎜厚の隙間ゲージを差し込

んで，フランジ面間の隙間がないことを確認するものとする，等間

隔の位置にすきまゲージを差し込んでフランジ面間のすき間を確認

する。 
尚，フランジ面間には 1mm厚のすきまゲージが入ってはならな

い。 
 
 
 
 

 
第４章 第５節 
 

 

 

 

 

 

4-5-2 の改定 

 

 R2.4の設計指針改定に伴

い，大平面座形を用いる場

合にはステンレス製芯金入

りガスケットを使用するこ

とになったため，その旨を

追記。 
 語句修正。 
 
 
 
 
 
4-5-3 の改定 

 締め付け確認方法について，

『フランジ形ダクタイル鉄

管 接合要領書（一般財団法

人  日本ダクタイル鉄管協

会）』の記載に倣い，改定。 
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４―５―４ 絶縁フランジ継手 
１． 鋼管，ステンレス鋼管，ダクタイル鋳鉄管等の相互における異

種管を接合する場合，原則として絶縁フランジ継手によるもの

とする耐震絶縁継手を標準とするが，フランジ継手にて施工す

る場合は絶縁フランジを施すものとする。ただし，以下の場合

は４－５－２のフランジ継手とすることができるものとする。 
①. 電気防食を行う鋼管とダクタイル鋳鉄管を接合する場合 
②. 電機防食区間と接合する場合 
③. 露出配管で目視確認ができ，通水後であっても配管上容

易に絶縁施工が可能な場合 
 

２． 施工 
(１) 絶縁材料は下記によるものとする絶縁フランジに使用す

る絶縁材料は下記によるものとする。 
 

（略） 
 

 
４―５―４ 絶縁フランジ継手 
１． 鋼管，ステンレス鋼管，ダクタイル鋳鉄管等の相互における異

種管を接合する場合，原則として絶縁フランジ継手によるもの

とする耐震絶縁継手を標準とするが，フランジ継手にて施工す

る場合は絶縁フランジを施すものとする。ただし，以下の場合

は４－５－２のフランジ継手とすることができるものとする。 
①. 電気防食を行う鋼管とダクタイル鋳鉄管を接合する場合 
②. 電機防食区間と接合する場合 
③. 露出配管で目視確認ができ，通水後であっても配管上容

易に絶縁施工が可能な場合 
 

２． 施工 
(１) 絶縁材料は下記によるものとする絶縁フランジに使用す

る絶縁材料は下記によるものとする。 
 

（略） 
 

 
4-5-4 の改定 

 異種管接続の際には，絶縁フ

ランジではなく耐震絶縁継

手の採用が標準化されるた

め，それに合わせた改定。 
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工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 
Ⅰ 総則 
 
（略） 
 
Ⅰ―８（提出媒体と部数） 
 

（略） 
 
５． 工事総括表は本共通仕様書 CD-ROMにある「総括表.xls」の「工

事総括表」シートを活用し作成したデータについて CD-ROM保

存※し「設計番号」「工事件名」「受注者名」を記入したラベルを

貼り付け提出すること。 
 
※ CD-ROMに保存する工事総括表のファイル名は，「総括表

（○○○）.xls」のように，（○○○）の部分に工事件名を入

れて変更すること。 
 

（略） 
 
参考２：図面の引渡し先 

①. 財務課管財係，監督員 
②. 原議に綴じる 
③. 南東北西配水課各維持係・・・観音開き簡易製本 

消防局・・・・・・・・・局図袋折り 
④. 配水管理課水運用係（※1） 
⑤. 給水装置課給水装置係，道路管理者 

 
（※1）引渡し時には道路占用許可証(写)，土地使用承諾書(写)

等も添付のこと 
 

（略） 

 
Ⅰ 総則 
 
（略） 
 
Ⅰ―８（提出媒体と部数） 
 

（略） 
 

工事総括表は本共通仕様書 CD-ROMにある「総括表.xls」の「工

事総括表」シートを活用し作成したデータについて CD-ROM保

存※し「設計番号」「工事件名」「受注者名」を記入したラベルを

貼り付け提出すること。 
 

CD-ROMに保存する工事総括表のファイル名は，「総括表

（○○○）.xls」のように，（○○○）の部分に工事件名を入

れて変更すること。 
 

（略） 
 
参考２：図面の引渡し先 

①. 財務課管財係，監督員 
②. 原議に綴じる 
③. 南東北西配水課各維持係・・・観音開き簡易製本 

消防局・・・・・・・・・局図袋折り 
④. 配水管理課水運用係（※1） 
⑤. 給水装置課給水装置係，道路管理者 

 
（※1）引渡し時には道路占用許可証(写)，土地使用承諾書(写)

等も添付のこと 
 

（略） 

 
付則 3 
Ⅰ 総則 
 
Ⅰ―８の改定 

 工事総括表の参考データを

共有仕様書に添付する運用

を廃止。 

 組織再編伴う修正。 
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工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 

Ⅱ 各図面の記入方法 

 

（略） 

 

Ⅱ―５（Ａオフセット図） 

 

（略） 

 

４． オフセットの寸法は 0.1m 単位に丸めて表示する。（単位不要） 

【例】 

 

 

Ⅱ 各図面の記入方法 

 

（略） 

 

Ⅱ―５（Ａオフセット図） 

 

（略） 

 

４． オフセットの寸法は 0.1m 単位に丸めて表示する。（単位不要） 

【例】 

 

 
付則 3  
Ⅱ 各図面の記入方法 
 
 

Ⅱ-5（A オフセット図）の改定 

 

 図の例の中に個人名と思わ

れる記載があったため，削

除。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工藤　将貴

ＧＬ＝○○．○

連絡工ＯＦＮｏ．１

汚水マンホール

高橋　英樹

（Ａ） （Ｂ）

オフセット（Ｎｏ．１，２）

官民境界線

官民境界線

髙橋 英樹 工藤 将貴 工藤　将貴

ＧＬ＝○○．○

連絡工ＯＦＮｏ．１

汚水マンホール

高橋　英樹

（Ａ） （Ｂ）

オフセット（Ｎｏ．１，２）

官民境界線

官民境界線

髙橋 英樹 工藤 将貴 
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（略） 

 

Ⅱ―１５（工事総括表） 

 

１． 工事総括表は，本共通仕様書 CD-ROM にある「総括表.xls」ファ

イルの「工事総括表」シートを活用し，【例】にならい適宜行を

増減して作成すること。 

 

２． 図化にあたっては，第１項により作成したデータを，A1 図郭線

内に適宜配置して作成すること。 

 

３． 記入上の注意点を以下に示す。 
 工事区分は「新設」または「廃止」とする。 
 工種欄は「管路」または弁栓類総括表の区分に従い記入す

る。 
ただし弁栓類総括表弁栓類総括表の「排水（流）装置」

は，「排流装置」とする。 
 GX，NS形等耐震継手のラインの中に部分的に含まれる K

形（耐震 A 級特殊押輪）継手等の延長は，それぞれ耐震継

手の延長に一括する。 
 管路の数量は「管芯長」で計上する。 
 設置後開閉できなくなる弁類は「捨バルブ」として図面に

表示するが，総括表には計上しない。 
 事業項目欄は必要に応じ列を加えて記載し，不要な場合は

削除する。また，事業項目の名称は【例】にある《事業項

目 凡例》の略称（CIPVP更新なら“CIPVP”）を記載す

る。 
 施工場所欄には【例】にならい記載する。（字や丁目が跨る

路線のときは、□□○丁目～△△◇丁目と記載し，点在工

事については箇所ごとに記載。） 
 廃止した「管路」または弁栓類は関連工事欄にその工事番

号を記載する。工事番号が不明なときは「－」と記載す

る。 
 送水管及び導水管の場合，関連工事欄に【例】にならい記

載する。 
 

 

（略） 

 

Ⅱ―１５（工事総括表） 

 

１． 工事総括表は，本共通仕様書 CD-ROM にある「総括表.xls」ファ

イルの「工事総括表」シートを活用し，【例】にならい適宜行を

増減して作成すること。 

 

２． 図化にあたっては，第１項により作成したデータを，A1 図郭線

内に適宜配置して作成すること。 

 

３． 記入上の注意点を以下に示す。 

 工事区分は「新設」または「廃止」とする。 
 工種欄は「管路」または弁栓類総括表の区分に従い記入す

る。 
ただし弁栓類総括表弁栓類総括表の「排水（流）装置」

は，「排流装置」とする。 
 GX，NS形等耐震継手のラインの中に部分的に含まれる K

形（耐震 A 級特殊押輪）継手等の延長は，それぞれ耐震継

手の延長に一括する。 
 管路の数量は「管芯長」で計上する。 
 設置後開閉できなくなる弁類は「捨バルブ」として図面に

表示するが，総括表には計上しない。 
 事業項目欄は必要に応じ列を加えて記載し，不要な場合は

削除する。また，事業項目の名称は【例】にある《事業項

目 凡例》の略称（CIPVP更新なら“CIPVP”）を記載す

る。 
 施工場所欄には【例】にならい記載する。（字や丁目が跨る

路線のときは、□□○丁目～△△◇丁目と記載し，点在工

事については箇所ごとに記載。） 
 廃止した「管路」または弁栓類は関連工事欄にその工事番

号を記載する。工事番号が不明なときは「－」と記載す

る。 
 送水管及び導水管の場合，関連工事欄に【例】にならい記

載する。 
 

 

 

 
Ⅱ-15（工事総括表）の改定 

 

 工事総括表の参考データを

共有仕様書に添付する運用

を廃止。 
 工事総括表における管路数

量が平面長で整理されてい

る場合と管芯長で整理され

ている場合と統一されてい

なかったため，管芯長で整

理する旨追記。 
 事業項目の凡例の改定に伴

い修正。 
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【例】 
工事総括表 
 

工種区分 工種 管種・形式 
呼び径 
・寸法 

略 

新設 

（略） 
仕切弁 
・バタ弁 

ソフト 
シール弁 

φ75 
φ100 

バタフライ弁 φ400 
（略） 

 
 
 

≪事業項目 凡例≫ 

項目 略称 

CIP更新 CIP 
DIP無ライニング DP無ラ 
DIP被覆無 DP被無 
老朽鋳鉄管更新 老朽鋳鉄 
その他老朽管更新 その他 

（略） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【例】 
工事総括表 
 

工種区分 工種 管種・形式 
呼び径 
・寸法 

略 

新設 

（略） 
仕切弁 
・バタ弁 

ソフト 
シール弁 

φ75 
φ100 

バタフライ弁 φ400 
略 

 
 
 

≪事業項目 凡例≫ 

項目 略称 

CIP更新 CIP 
DIP無ライニング DP無ラ 
DIP被覆無 DP被無 
老朽鋳鉄管更新 老朽鋳鉄 
その他老朽管更新 その他 

（略） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 既往の総括表の整理方法だ

と設置した弁類が（ソフ

ト）仕切弁なのかバタ弁な

のか判断しづらいとの意見

があったため，整理方法を

改定。 
 
 
 
 
 
 
 

 事業項目 凡例を南・北管路

整備課での運用に合わせ改

定。 
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Ⅱ―16（弁栓類総括表） 
 

（略） 
 
２． 作成にあたっては，本共通仕様書 CD-ROMにある「総括表.xls」

ファイルの当該シートを活用し，巻末に示す例にならい適宜列を

増減して作成すること。 
 

（略） 
 
応急給水栓の総括表の記入例とその解説等 
 

13 

応急給水栓 

略 

記入事項の解説等 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

種別 消火栓／消火栓付空気弁／多目的仕切弁／ 

災害時給水栓／給水車補給設備 
・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

 
（略） 

 
凡例（配管詳細図用） 
 

割 T 字管 
 

仮弁付割 T 字管 

（φ50以下） 
 

弁付割 T 字管 

（φ75以上） 

 

あ 

 
Ⅱ―16（弁栓類総括表） 
 

（略） 
 
２． 作成にあたっては，本共通仕様書 CD-ROMにある「総括表.xls」

ファイルの当該シートを活用し，巻末に示す例にならい適宜列を

増減して作成すること。 
 

（略） 
 
応急給水栓の総括表の記入例とその解説等 
 

13 

応急給水栓 

略 

記入事項の解説等 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

種別 消火栓／消火栓付空気弁／多目的仕切弁／ 

災害時給水栓／給水車補給設備 
・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

 
（略） 

 
凡例（配管詳細図用） 
 

割 T 字管 
 

※.枝側の配管については，現場で設

置したものに合わせて適宜判断して

ください。 

（一部例を右図に示します。） 

 

あ 

 
Ⅱ-16（弁栓類総括表）の改定 

 

 工事総括表の参考データを

共有仕様書に添付する運用

を廃止。 
 
 
 
 

 既往の仕様では災害時給水

栓および給水車補給設備を

どこに記入するかが不明瞭

であったため，これらにつ

いて追記。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 R2.4の指針改定時に割 T 字

管の枝管側は K 形受口のも

のが標準化された中で，共

通仕様書の凡例に K 形受口

付割 T 字管が示されていな

いとの指摘があったため改

定。 

 

（仮弁付） 

（弁付） 
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工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 

 

 

 

 
 
付則 4 排-1 

 ガタつき防止機能について

は任意となっていたが，実

際に施工されることの多い

ボルト締めによる 1 点固定

方式は輪荷重等の影響でボ

ルトが緩むケースが散見さ

れたため，これの使用を廃

止する旨で改定。 
 上記に合わせて代替で用い

られることとなる弁筐の規

格を加味し，寸法等を改

定。 

ガタ付き防止機能付

き（構造は任意とす

る。） 

ガタつき防止機能の

うち，ボルト締めに

よる 1 点固定方式は

使用しないこと。 

～33.2kg 

2
5

5
 ~

 3
7

8
 

2
8

5
 

～33.2kg 
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工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 

 

 

 

 
付則 4 排-1 

 R2.4 より排流桝がコンクリ

ート製からレジコン製に変

更された結果，排流装置内

のスペースが狭くなり取水

作業が困難になったため，

桝内の配管位置を給配水支

管側へ 10cm ずらした。 
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工事共通仕様書（土木・配管工事編）（令和 3年 4月改定） 新旧比較表 

現  行 改  定 内容など 

 

 

 

 

 
 
付則 4 排-2 

 R2.4 より排流桝がコンクリ

ート製からレジコン製に変

更された結果，排流装置内

のスペースが狭くなり取水

作業が困難になったため，

桝内の配管位置を給配水支

管側へ 10cm ずらした。 

 


